
かかわりを来切に』た家庭科の攣闇
一第5学年「朝食について考えよう」の実践から一

須　崎　恵　子

1　はじめに

人間は,食べることにより生命を維持し,活動のエネルギーを得る。また,親しい人た

ちと共に食事をすることでコミニケーションを深めたり,安らぎを得たりもする。栄養の

バランスの取れた,そして,作った人の心のこもった料理を楽しく会話をしながら食べる

と,体も心も奥深い所からリフレッシュするだろう。

しかし,ずいぶん前から食生活の乱れが言われるようになってきた。大入の生活が忙し

くなるにつれ,外食や出来合いのお弁当や総菜を利用する機会が増えている。また,家族

の都合がなかなか合わず家族が共に食事をすることができないなど,「個食」の問題もよく

言われている。

本校の児童も例外ではなく,生活時間調べや食生活に関する事前アンケートによると,

学年が上がるにつれ,食事時間が不規則になったり一人で食べることが多くなる傾向にあ

る。そのような食生活は,体調にも影響を及ぼし,朝から何となくからだがだるく感じた

り,気持ちが落ちつかなくなったりするようである。

そこで,3回の食事の中でも一日の活動の源となり,気持ち良く一日を過ごすきっかけ

となる朝食に着目し,児童が自分でできる工夫はないか,さらには家族のために自分たち

ができることはないか共に考えてみることにした。

2　実践の概要

(1)単元について

本単元では,毎日の食事の組み合わせに目を向けることから,さまざまな料理や食事に

興味・関心をもつことができるようにすることをねらいとしている。また,食品の栄養的

な特徴や体内での主なはたらきがわかるようになるのもねらいとしている。

本学級の児童は,事前のアンケートによると朝食を毎日食べている児童がほとんどであ

るが,忙しいので食べれられなかったとか,もっと寝ていたいので食べなかったという子

も2割近くいた。中には,食事の代わりにサプリメントやゼリーなどをとっている児童も

数名いた。また,朝食をとらなかったらどんな影響があると思うかという質問には,元気

が出ないとか,頭が働かなくなるという意見が出ていた。

そこで,本題材では朝食を食べることの利点に気づき,あわせて「食」の持つ機能につ

いても考えていきたい。

(2)指導目標

①　毎日の食事や食事に使われている食品に関心をもち,食品を組み合わせてバランス

よく食べることができるようにする。

②　手順を考えてごはんとみそ汁の調理の計画を工夫して立て,調理をすることができ

る。

③　食品の栄養的な特徴や体内でのおもなはたらきがわかる。

④　朝食作りについて,家族とのふれあいをつくる視点や栄養的なバランスから考え,

さらに食事の持つ機能について考えることができる。
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(3)指導内容と計画 全11時間(本時　第二次　第3時)

第一次　　　毎日どんなものを食べているのかな(1時間)

第二次　　　なぜ食べるのだろう(4時間)

第三次　　　休日の朝ごはんを作ってみよう(6時間)

紳)授業の概要

①　第一次　毎日どんなものを食べているかな

学習プリントにより子どもたちのある日の朝食のメニューと食品名を書き出し,それ

ぞれの食品の体内でのおもな三つのはたらきのグループに分けてみた。三つのはたらき

のグループの中でも特に一つのはたらき(おもに熱や力のもとになるはたらき)を持つ

食品が多いことに気づいた児童が多かった。

児童の中には,前日の夜眠るのが遅くなったので朝寝坊をしてしまい,時間がなくて

朝食を食べずに家を出てきた児童や,夕食を食べる時刻が遅かったので朝はまだ食欲が

なく,朝食を抜いて登校してきた児童もいた。

家庭科学習プリント

(　　　　　　　　　　　〉

☆今日の学習で、どんな工夫があなたの生活に役立つでしょうれ

邸頓知、たく亡大t確りも碁七の

七本月余l・、ヱ.

☆養乗について鋤があれば書いて下さい.

気がづナJゝ、、リゎ増やて1ち止tC

イ味も,tのt、頂省で主1し。

家庭科学習プリント
(　　　　　　　　　　)

☆◆βの讐Tで、どんな工夫があなたの生活に椴立つでしょうか.

0個こさらいとし畠、し1

0軋さ訂御由かリ食やぺ1.r

0即日もって′循勅LTlされ務と食へ・も

家庭科学習プリント

(　　　　　　　　　)

☆今日の學著で、どんな工夫があなたの隻語に役立つでしょうか.

こ伽・特ささら、)犯す、バーウニえの頼朝鮎七へ.
耳硬頼こ野定も車んと羊へtる・
撫のか凍鴫食へる・

☆技事について鋤帆ば●いてTさい.

.部骨と倉へ・も小倉ぺ専‥か-川,7　川の萱草　☆援如ついて劇があれ佃いて下さい.

が:十い、…叫,-。まうん鴫.L忍べ　宗一熔競猥'地亀井あ穴

。芥レか,た
与的がさゎ斤目のは奄し叶、t

②　第二次　なぜ食べるのか考えよう

そこで,第二次では劇を通してなぜ,栄養のバランスの取れた朝食をとるとよいのか

について考えてみることにした。

ア　授業設計の焦点

本時の学習では,あるクラスの3人の子どもたちの朝食の取り方の様子をきっかけ

としてそれぞれの立場に分かれてお互いに意見の交換をしたり,質問への答えを考え

たりすることにより,よりよい朝食のとりかたについて考えることができるようにす

る。

また,自分の家庭での朝食の取り方を見直し家族と協力して栄養的にバランスの取

れた朝食を作り一緒に食べることにより,一日を気持ちよくスタートをきることに気

づくことができるようにする。

イ　仮説

3人の子どもたちの具体的な家庭での朝食の様子を例にして,朝食の取り方につい

て話し合うならば,よりよい朝食のとりかたについての深い考えを持ち,食の持つ機

能に気づくことができるであろう。

ウ　本時のねらい

具体的な問題場面での話し合いを通じて,栄養的にバランスの取れた朝食を家族と

一緒に食べることの大切さについて考える。
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エ　本時の展開

学習活動

1　てっちゃん,

りゆう君,良子

さんが,朝食に

ついて話し合っ

ている場面をつ

かむ。

2　それぞれの立

場の人への質問

や意見に返事を

する。,

児　童　の　様　子 教　師　の　働　き　か　け

・それぞれの役になってセリ

フを言う。

・班で自分たちの役になり

きって続きのセリフを考え

る。

・参観の先生や学生の人たち

がこられているのでうれし

そう。

・今朝のあさごほんを思い出

そうとしている児童もい

る。

「ぼくが発表したい。」「他の

班はどんなことをいうのか

なあ。」

「この人たちは誰と食べて

いるんだろう。」

「朝は,家族と話すひまなん

かないよね。」

<てっちゃん>

「食べたかったからだよ。

ぼくは好ききらいがおお

いんだ。」

"栄養のバランスがとれて

いないよ。かたよってい

るのでべんぴになったり

おなかがいたくなったり

するよ"

1　より身近な問題としてとらえる

ことができるようになるために問

題場面を劇化したものを示す。

・台本には朝食にハンバーガーポテ

トチップスを食べてきた人(てっ

ちゃん),食べられなかった入

(りゅう君),サプリメントやゼ

リーで食事の代用をした人(良子

さん)の3人が登場する。

・三つの立場に分かれて,それぞれ

の言い分を考えるように投げかけ

る。

・違う立場の人に質問や意見を考え

てみるよううながす。

2　日分たちが取った立場の朝食の

取り方で足りない点に気づき,ど

のような取り方がよいのか考える

よう言葉かけをする。

・食の持つ機能について考えるよう

促す。

・家族とのかかわりを大事にして考

えている様子が見られたら,さら

にそのかんがえを深められるよ

う,言葉かけをする。

くりゆう君>

～はじめの言い分～

「一食くらい抜いたって平

気だよ。」

?それぞれの人への質問?

"体が持たないよ。倒れて

しまうかも。集中できな

いし,体力が出ないよ"

～質問への答え～
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<良子さん>

「なにも食べないよりまし

よちゃんと栄養のバラン

スが取れているし。」

"なにか物足りないよ。そ

れに物をかむ力がなくな

るよ"



「何も食べないよりはいい

よ。少しは栄養がある

よ。」

「朝ごはんを食べていたら

学校におくれてしまうも

の。どうせ昼は給食があ

るし,それまでのがまん

だよ。」

*それぞれのひとへのアドバイス*

"塩分と油分が多すぎる

よ。好きなものばかり食

べていると同じ栄養しか

取れないよ"

「ハンバーガーも良いけ

ど,野菜やヨーグルトも

食べよう。肉類だけを食

べないほうがいいんだ。」

3　日分の家庭生

活をふりかえり

今日の学習内容

で実際に取り入

れられる工夫は

ないか考える。

"朝食は一日のエネルギー

源だから朝食は取らない

といけないよ"

～自分の立場から考えたこと～

「朝はテキパキ行動してす

こしでも食事ができるよ

うにしよう。」

・劇のセリフを登場人物の立

場になって考えることで,

より深く考えることができ

ているようだった。

「栄養がちゃんととれてい

るからいいのよ。」

"そんな食事じゃあ気持ち

が落ち着かないよ。ロ

ボットみたいだ"

「サプリメントやゼリー

は,栄養がとれるけど,

家の人が作ってくれた食

事と比べるとなにかさび

しい。ときどきはいいけ

ど,やっぱりふつうのご

はんがいいな。」

3　学習を通して,気づいたこと,

感じたことを学習プリ.ントにまと

める時間をとる。

☆食品れ如練拍郵瑚当

食 品 の 分煩
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③　第三次　ごはんとみそ汁をつくってみよう

第3次では,休日の家族のために朝食を作った。和食ということを条件に栄養のバラ

ンスや,家族の好み,値段,季節感などを考慮して自分でメニューを考えた。その献立

で家庭で実際に朝食を作り家族の方に食べていただいた。初めて家で調理をする児童も

いたが,それぞれ楽しく朝食をつくることができ,食事の時の会話も進んだようだった。

3　考察

この実践を,授業仮説に照らして考察していきたい。

(1)よりよい朝食について自分なりの考えを持つことができたか。

3人の子どもたちの朝食の取り方についてそれぞれ何が足りないかを見つけ,よくする

工夫をすることで,自分たちの生活をふりかえり,自分にできることを考えることができ

た。

(2)「食」の持ついろいろな機能に気づいたか

サプリメントやハンバーガーをたべるのは,味気ないし心が温かくならないと,発言し

た児童がいたが,「食.jは,ただ,栄養を取り入れるだけのものではなく,食卓の和やかな

会話や心のこもった食べ物をいただくことにより安らぎや幸福感を感じるものである。今

回の実践で子どもたちは,食べる時の周りの人との温かいかかわりが気持ちを落ち着かせ,

活力を生み出すものであることに気づいたようである。

4　終わりに

本校の児童も様々な家庭の背景を背負っており,自分の家での生活をそのまま友だちの

前にだすのにためらいを感じる児童もいる。今回のように問題場面を劇化して,登場人物

になってセリフを考えていくという方法は,そのような児童も意見を出しやすいようで

あった。

また,今回の授業ではサプリメントを扱ってみたのだが,テレビ番組やコマーシャルの

影響からか想像以上に児童の家庭に浸透しているようであった。人間はこれまで体内で酵

素の力により食物を分解・消化して栄養を取り入れてきた。現在のように純粋に特定の栄

養だけを摂取することはなかった。これが人間の体にどのような影響を与えるのかについ

てはまだまだ未知数である。ことに,成長途上の児童への影響はどのようなものなのだろ

うか。注意深く見つめたいと思っている。

21世紀に入り「食」を巡る問題はますます多様化しているようである。今回取り上げた

サプリメントやジャンクフードの問題だけでなく,遺伝子組み替え食品や輸入食品の残瑠

農薬の問題にも子どもたちは関心をもっているようである。

これからも,「食」に関するタイムリーな話題を授業に取り入れ,子どもたちと共に考え

てゆきたい。
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